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本文は、論述という形のための準備であり、あとから訂花する部分もあるが論述にする前の
記録としてここにメモとして記したものである。敬称は氏で統一する。
本文は2000年から参与観察しているアメリカバターンコレヒドール防衛者の会での経験お
よび、 2016年の安倍首相のハワイ訪問の現地での観察、および2015年から2016年にかけての
フルブライトスカラシップによるリサーチ期間の調査経験をもとに観察した事情をまとめたも
のである。論考にする前の観察記録と報告をメモとして今号に掲載する事とする。コレヒドー
ル（フィリピン）は、太平洋におけるアメリカの軍事要塞として最も大きなものであった。フィ
リピン戦のさなかに、フィリピンの元総杵マッカーサーはオース トラリアに移動し、兵士らを
後においていくことになる。それゆえ元捕虜の間ではマッカーサーの評判は悪い。パターンの
兵士らの集まりはパターン・パスタード（パターンの孤児）と呼ばれるが、これはパターンの兵
士らに着けられたフレーズ“NoMama No Papa No Uncle Sum, we are the battling bastards 
of Bataan" (Uncle Sumというのは、アメリカを表象する人物像で、星条旗の帽子をかぶり星
条旗のスーツをまとっている）にもあらわれている。アンクル ・サムすなわち自分の固からも
見拾てられた存在だという自意識があるわけだ。長年の活動は日本への賠償要求とともにアメ
リカからの認知要請でもあったといえよう。
1 .アメリカ人元捕虜・元抑留者の記憶継承
以下は2000年頃から開始したアメリカの元捕虜｜寸｜体との交流のおおまなかな記録である。
サンフランシスコで行われた捕虜の会の丙部の支部 （chapter）の集まりに参加したのが最初で
ある。その後たびたび、 ADB C (American Defenders of Bataan and Corregidor）の年次総
会に出席し、 2015年度10月1日からは、 10ヶ月間フルブライトスカラーとして、コーネル大
学の東アジアセンターに籍を世きながら各地で開催される戦争関述の催しに参加した。
当初はちょうどアメリカオーラルヒストリー学会が開催されサン・デイエゴで行われたため、
午前は学会に参加し、夕方からの元捕虜の会に二日にわたり参加する事ができた。その際はな
ぜ日本が捕｝j)~’に酷い仕打ちをしたのか説明してほしいともいわれ、私は持参した空爆の本、 B
C級戦犯の息子が彫った観音像、その他日本側の事情を説明するものを展示し、日本側の立場
を説明した。厳しい質問も飛び‘交った。その場で、話したい人は話せるようにしつらえたオー
?????
ラルヒス トリーのインタビューセットの前には列ができた。並ぶうちに、ある捕虜は「僕は列
で待たされることだけは技慢できない！ 」と半分怒り半分泣きながら抗議してきたが、あとか
ら思えばただのわがままではなく、捕虜時代に食事や便所に長い間列で待たされた記憶から生
まれたリアクションでもあろう。
この会では日本語の歌を無理やり習わされたという奉天に居たという元捕虜は「愛国行進曲」
ほか収容所でunき込まれた歌を歌いながら「日本がしたことを知っているか」、とついて回るの
で「十分知らないが知りたいと思っている」と挨拶した。型トlは彼が溺愛する娘が現れた。捕虜
の娘と父の関係については以前に「現代思想」の『父の娘の戦争』に詳論をまとめたので参考にさ
れたい。
この場での日本に関する質疑応答について「勇気のある振る舞いだ、った」と手紙をくれた女性
と伊吹由歌子氏から、 ADB Cの年次総会がある事を知らされ、私はアルパカーキーのADB 
Cの総会で参与観察およびオーラルヒストリー調査を開始した。オーラルヒスト リー について
は、例々にlifく場合もあれば、本などを売るストールにビデオカメラを立てて、 「話したい人
は話にきてください」というメッセージを記し、そこで集う人々の話をきいた事もある。日本
人は笹本妙子氏ほか3名がきていたが、故ハイシンガ一代表は、 日本人があまり固まらずに行
動してほしい、座るときもばらばらに座って混じってほしい、捕虜が反発を覚えないように
と伝えてきた。日本人嫌悪を持つ元捕虜たちの気持ちが乱れないようにという配慮であった。
ADB CとはAmericanDefenders of the Bataan and Corregidorで、あり 「パターンi決とコレヒ
ドー ル戦線アメリカ人防衛者の会」と訳せばよいだろうか。いくつかの回を経て、ADB Cに
も君臨していた、捕虜虐待と個人賠償・でH本政府を告訴していたレスタ ・ー テニー氏が会長と
なり、切りif!Iした。テニ一自身は捕虜収容所時代、｜品l犀をやって捕虜収容所内で稼いだという
話もあり、彼は嫌いだといいきる元捕虜もいた。次第に元捕虜は老い、付・き添いで来ている元
捕虜たちの娘や息子の占める割合が多くなっていたため、世代交代が議論されるようになっ
た。元捕虜自身が会を仕切る最後の折に駐米H本大使藤崎一郎氏がお詫び、のスピーチをした事
もある。まず前にぞろりと並んだ元捕虜たちにアメ リカの軍人をねぎらう会からの文書が波さ
れ、それを日本政府からの正式なお詫びの文書と勘違いした元捕虜が立ち上がり 「アリガ トウ
ゴザイマス」とおそらく捕虜時代に習わされたであろう 日本語で発話したのは胸を打つものが
あり心が痛む思いがした。H本政府はそのような言葉を印刷して渡すような事はしない。藤崎
公使のスピーチは拍手をもって受け入れられ、帰る大使にまとわる元捕虜もいたが、その場で
「あんなものは僕はお詫びとして受け入れない」とがんと して立ち尽くす元捕虜も居た。地元の
新聞にはJ篠崎大使と握手をする元捕虜ジョゼフ・アレクサンダ一氏の写真が掲載され成功がH宣
伝されたが、反応には落）！日もあった。故ジョゼフ・アレクサンダー （パターン死の行進サパイ
パーの最年少者）と約束した時間にオーラルヒスト リー をできなかった際に「本当にすまないー
こっちは本当のお詫びだからね」と、私へのお詫びにかこつけて、彼が内実は藤崎大使のお詫
びの言葉に不満足だという意味合いを伝えた。Toolitle too lateだ、とため息をつく未亡人たち
もいた。だが形としては少なくともお詫びをとりつけたという「功績」をADB Cは誇ることに
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なった。このあと、捕虜団体は捕虜の子孫たちの主催の会に形を変えることになる。藤崎大使
が捕虜たちを集めて「お詫び、」の言葉を直接告げに来た会を最後に、 ADB CはADBC-DG 
(Descendants' Generation of the American Defenders of the Bataan and Corregidor）、さら
にADBCMemorial SocietyつまりADBC-M Sとなり、子孫の会として捕虜の娘や息子た
ちが会を取り仕切るようになった。元捕！究の日本政府や企業を訴える裁判は不起訴に終わっ
たが、故近新しい動きがあった。捕虜を労働）Jとして使用していた三菱マテリアル （｜日三菱鉱
業）が2015年の7月に公式のお詫ひず（「謝罪」という言葉は十l本語では使われていない）をADB 
Cのメンバーを呼んで開陳し、謝金は払わないものの企業としてのお詫びを代表したものと
なった。少なくともADBC M Sはそう受けとめた。この際に、 BBB (Battling Bastards 
of Bataan）という同体にも属していたある元捕虜の息子は「代表として謝られた人は許すとい
うが、僕は僕の父の死をもたらした日本や企業を許す権利をこの代表の元捕虜やジャン・トン
プソン氏 （現ADBC-MSの会長）に与えたことなどない」といきまいて、今も正式なお詫びは
来ていないという態度を崩さなし、。（三菱マテリアルは続いて日本企業として巾国人強制労働
者にもお詫びとひとりあたり 10万元（約200万l[J）を支払う文書に調印した。）お詫びの仲立ちを
したのは、徳間絹江氏とサイモン ・ヴイーゼンタール・センターのデイヴィッド・クーパー氏、
三菱マテリアルの社外取締役附本行夫氏であった。サイモン・ヴィーゼンタール・センターは
ホロコースト記念を冗に立てあげられた組織で基本的にはユダヤ系の組織だ、がアメリカでは平
和構築のための同体である。このお詫びの際に仲介するのにメインの役割を果たしたクーパー
氏もユダヤ教のラピであるということだ。
過去には裁判が棄却された （というか、サンフランシスコ条約で解決済みとなったという解
釈で落ち若いた）日本政府を訴える裁判を、企業を訴える裁判に矛先を変えていたレスター ・
テニ一氏をひきとめたのは、本人の語りによれば、徳、留絹江氏の影響が人；きかったようだ。「あ
なたがほしいのはお金なの？そうじゃないでしょう」と、矛先を裁判から、「l英・ 「l蘭の聞で
行われていた元捕虜のH本訪問旅行のための投資へと方向を転換させたのには、徳留氏である
といってよいだろう。オランダと英国、さらにオーストラリアには資金を出しているのにアメ
リカ人元捕｝j容に出さないのは不公平だという案件として日本政府を説得したのである。アメリ
カでの裁判での解決が滞るうちに、 1990年まで、有効だ、った、ヘイデン法i（日本軍事政府の被
害を受けた人はサンフランシスコ州、｜で訴えても良いという法律）でH本を訴えようとする元捕
虜を、彼Lどは幾人も説得して引きとめたということであった。アメリカ政府も 9.1 1直前ま
では、日本政府を訴える態度に前向きな姿勢もみられたが、 9.1 1のあとは日本をl味方につ
ける方向に舵を切り替えたように思われる。徳間氏がへイデン法から元捕虜を遠ざけた理由は
「弁護士たちが捕虜をいい餌食にして儲けようとしている」からだ、ったと彼女は述べた。その一
方で、サイモン ・ヴイーゼンタール ・センター（SVC）とリンクを構築し、レスター ・テニー
へイデン法1999年カリフォルニア州の州法として、提案され可決された戦時強制l労働補償請求l時効延長i。
第二次大戦におけるU本の強制労働の賠償やユダヤ人へのy,4_{.7＇の場司法を可能にしたもの。のちに：！2.i去に述
反すると1立高裁に判断される。
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氏（彼もユダヤ系である）の発話をSv Cを通して流したのも徳留氏の功績であった。戦後補｛貨
の問題は複雑であるが、現在の韓国の徴用兵同様、個人が国や企業を訴える自由はあるという
条件のもと、元捕虜たちの訴えを、現金による補償から日本への旅にさしかえ、結局、外務省
を動かし、一定の予算をアメリカ人のH本訪問にもつけるように導いたのは徳留絹江氏であっ
た。（このように動いた女性たちを日本政府が放った一連の女性工作員たちの一人だと信じる
元捕虜の息子もいた）。米国人元捕虜や抑留者たちは、英国やオランダと異なり、補償金をもらっ
ていない。英｜五｜の場合は戦後に元捕虜と民間人抑留者にいくばくかの補償を払ったのだが、額
而は円の交換レー トの弱さによって、 H本似I］とは大きな追いがあった。一方、マッカーサーの
指揮下にあったのでアメリカ人元捕虜や民間人抑留者が真っ先に補償を得たという観念がある
が実際には彼らにたいする補償金はなかったのである。その代わり、園内にはPTS Dを含め
たVA (US Department of Veterans Affairs、退役軍人省）による補償があり難聴など具体的な
後遺症にも凶からの援助があった。
日本政府に徳留氏が与・えた影響としては次のようなものがある。氏は、日本政府が一定の予
算を払って、アメリカ国内の捕虜の賠償裁判をつぶすためのロビイングをしている事をつきと
め、それを知っているという事を大使館に伝えて日本側の反応を待ったという。その結果が、
「心の和解」と呼ばれるに至るアメリカと H本の友好記念プロジェクト、元捕虜関係者をH本に
招く日米交流プロジェクトへの日本政府の予算配分であった。徳、留氏と伊吹山歌子氏のたてあ
げた「捕虜日米の対話」のホームページの内容はl'!.:高である。
ひとつ気になるのは、レスター・テニーというユダ、ヤ系の人に「ほしいのはお金か」と声をか
けることの是非である。自分のl玉｜を追われイスラエルを建Jctilしたものの、長い｜吋ユダヤ人は流
浪の民でありそれゆえに頼るものは金銭や宝石であった。金貸しとしてのユダヤ人の苦難は、
シェイクスピアの「ヴェニスの商人」でも扱われている。金に拘らざるを待ないユダヤ系に「ほ
しいのは金か」とたずねるのはある点で、残酷なことではないか。とはいえ、日本との旅での交
流は確かに一定の効果を出し、 H本に対する元捕虜や家族の日本に対する心を｜井lくのに役立っ
ている倶IJ而も種々みられる。交流は今後も継続することが望ましい。
2015年は戦後70周年の区切りとして、元捕虜の子供と、爆撃を行ったB29の空襲を行っ
た者の二組が日本を訪れた。そこで数々の和解の式典は行われるが、 B29の空襲、爆撃を行っ
た者たちが卜｜本の空襲の惨禍の記録を目にする機会があったかは不明である。B29による附
11空襲の様子を見学したアンナは、「よく許せたわね」（Youare forgiving people）と繰り返した。
日本の受けた空襲の惨禍はアメリカでは知られていないからである。原爆は知られていても空
襲を64の都市が受けたことは米国ではほとんど知られていない。
今後の課題として、 （日本も重慶爆撃を行ったが、）この空襲による民間被害をいかにしてア
メリカ側に伝えるかは重要である。
2. AXPO Wという団体
元捕虜については、 ADB CおよびADBC-M Sしか団体がアメリカにないように外務省
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も誤解していたが、 ADB C以外にも団体はある。MaywoodBataan Day Organization (MB 
DO）という同体もあるし、 一番アメリカで古くかっ広範囲で、活動してきたのは、 AXPOW 
(American Ex Prisoners of War Association) (https://www.axpow.org/) 
という団体であった。こちらのほうは徳留氏やP0 W研究会が関与していないせいもあって、
日本との交渉がなく、その存在は規模とカバーする地域の広さからいえば日本では驚くほどし
られていない。AXPOWは、戦中・戦後に立ち上がった捕虜の交流組織であると同時に、元
捕虜たちが示す各症状に対する （PTS Dを含む）福利厚生のための団体であった。テキサスに
本部を持ち、長年各地方の数多くのチャプター （支部）が支えてきた。ここからADB Cが分
｜｜皮したというのが私が聞いた限りでは正しい歴史である。〈僕たちは＂ 1i1lJ万ではない、防衛者
(Defender）なのだ〉、という意識でADB Cが立ち上げられたと当時の人々はいう。実際、 A
DB Cが子孫の会に移る前には、元将校も多く、かっMalines海兵隊は別の部屋でパーティを
サッシュベルトをつけたタキシードの正装で繰り広げるなど軍隊色が強かった。（海軍 Navy
と海兵隊はそれだけ階級差のようなものがある）。それに対し、 AXPO Wは捕J!IJたちの福利
厚生に）Jを注ぎ、捕虜たちの交流やVA（アメリカ合衆国退役軍人省）との交渉を助けた。VA 
で治療を受けたり保障を受けるには非常に煩雑な手続きが必要であり、それらを助ける互助組
織ということができる。AXPO WとADB Cのもっとも異なるところは、 AXPOWは第二
次大戦中に、息子らが捕虜になった母親たちが始めた組織であるという事、日本軍だけでなく、
ドイツ軍の捕虜になった者も含め、これまでアメリカがかかわった戦争のすべての捕｝ylijを含む
こと 尚北戦争の捕虜の子孫、米西戦争の子孫、湾j干：戦争の捕虜なども含むことであった。
ヴェトナム戦争の元捕虜も入っていたが、ヴェトナム戦争の団体を別に設けられたため数は少
なかったようだ。結果としてはドイツと日本の捕虜の子孫、および第二次大戦中にアメリカ統
治下のフィリピンでっかまえられ聖トマス大学に抑留された民間人たちを含む総合的な団体に
なった。ADB Cの方は対日戦争で、戦った者たちの組織である。そこが異なる。そういう点で、
はAXPO Wのほうがドイツの経験やH本の経験の区別がつき、 「捕虜としての苦しみ」という
共通点が元捕虜の心を癒すためのものとなっていた。民間人抑留者だ、ったマーシャの姪が事務
員としてオフィスを運営していたが、次第にその役目を果たし終えて、福利厚生をこれ以上受
ける必要のない人々は卜Ji体から離れていった。今も、たとえば、サンフランシスコ支部の支部
長であるテッド・キャドワラダ一夫妻は、夫がドイツ単捕虜だった未亡人をときおり食事に誘
うなど、孤立しないようにケアをしている。アメリカという大陸が時差が東西で3時間もある
広大さゆえに、これだけのリンクを保持するのは並大抵のことではなかったし、高齢になれば
参加は家族の支援なくしては岡難になる。キャドワラダー氏によれば、以前は200あったチャ
プター （支部のことを米l:K［ではこう呼ぶ）のうち、現在サンフランシスコでアクティブなのは3
つのチャプターであるという。
AXPO WもADB Cも、晩餐の折に式典を行う。ここではその特徴を述べておこう。ま
ず、軍旗（Colors）が土地の軍隊によって運ばれる。その旗の中にはかならずMissingin Action 
(MIA）の黒い肢がある。いまだ帰ってこない、行方不明の捕虜や兵士を象徴する旗である。次
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にアメリカ人の哲いが述べられる。この「アメリカ人の誓い」はアメリカ学専門家ならば詳しい
のであろうが、英国に長年慣れてきた私には珍しいものであった。移民の集大成の固だからこ
そ必要なチャン ト（chant）だが、形式は、キリスト教の使徒信条に似ている。
Pledge of Alegianceアメ リカ国忠誠の特いとは次のようなものである。
I pledge allegiance to the Flag of the United States of America, and to the Republic for 
which it stands, one Nation under God indivisible, witl1 liberty and justice for al 
〈私はアメリカ合衆｜玉｜の旗と、その艇が象徴する、すべての人々への自由と正義を伴った、分
割しえない、神の元におけるひとつの国民である共和国に忠誠をヂ？います。〉
アメ リカが分割しえない国であること、すべての人を含むワン ・ネイションであることを苦
う、これは幻想の共同体を現実化するためのテーゼである。日本人が兵似をして布手を胸に当
てるのはお門違いであり文化の纂奪あるいは無断wu：日でもある。日本人である参与観察者兼彼
らの友人である私はこのPledgeof Alegianceのときに黙っている。胸に手を置く こともしな
いし、頭をやや垂れている。アメ リカ人にとっての「旗」は、 日本人にとっての国旗以上に、 出
自のばらばらの移民を一つの閏へと織り上げてUNITEする旗なのである。戦死者の家族には、
l隔1メ トール横l幅二メ トールほどの大きなアメ リカ国肢が30センチ×50センチほどの三角形
に折りたたまれ、木のケースにいれたものが付与される。その旗はもし可能であったならば、
遺骸や柏にかけたであろう旗であり、遺族にとっては仏教の位牌にも似た性質を帯びるといっ
てよい。
これらの式典とスピーチのあと、晩餐会となるが、その際に、先ほど述べたミッシングイン
アクション、 POW-MI Aのための儀式（MissingMan Table Ceremony）が行われる。前段
の右側には、 2去の食卓があり、~のJill とグラス、品立がならんでいる。 そ して赤い帯磁がさして
あり、式典ではそれぞれがどういう意味を持っかという事が説明されながら、 「まだ私たちと
共にここで食事できない、かえってこない捕虜を思って」という儀式がある。ヴェトナム戦争
での捕虜もそうだが、発見されていない （おそらくは死んだか殺されたかいまだに捕らえられ
ている）「任務遂行中行方不明の兵士」は、 この国では未だ問題なのである。
それぞれの意味は以下のとおりである。通常のテーブルは一つだが正式には6つあるという。
一人がテーブルを飾り付け、あるいは一つ一つを示し、 一人が以下の文主主を読む式典である。
以下が正式な6つの空席をつけた全車のための説明文である（通常は一人分）
The table isround -to show our everlasting concern. 
The cloth is white -symbolizing the purity of their motives when answering the cal to 
serve. 
The single red rose reminds us of the lives of these Americans .and their loved ones and 
friends who keep the faith. while seeking answers. 
The yelow ribbon symbolizes our continued uncertainty, hope for their return and 
determination to account for them. 
A slice of lemon reminds us of their bitter fate, captured or missing in a foreign land.A pinch 
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of salt symbolizes the tears of our missing and their families. 
The lighted candle reflects our hope for their return. 
The Bible represents the strength gained through faith to sustain us and those lost from our 
country, founded as one nation under God. 
The glass is inverted -to symbolize their inability to share a toast. 
The chairs are/chair is empty -they are missing ... (moment of silence) Let us now raise 
our water glasses in a toast to honor America’s POW /MIAs. to the success of our efforts to 
account for them, and to the safety of al now serving our nation!" 
この問題の残り方はある点では、第三次大戦で、の兵士らの遺族や、日本の投致被害者の会の
人々が持つ「帰ってくるかもしれない」という時空間の感党と近いのではないかと思われる。生
きている可能性を考えれば、イッシューにピリオドが打てない、不明という「不在の在」と悲し
みと「戻してくれ」という訴えがそこにはある。日本の「陰膳」にも似た儀式だといえる。
比べてみると、 AXPO Wのほうが、このMissingin Actionの儀式をADB Cよりもはるか
に丁寧に執り行っていた。（会長にもよるのであろうが、捕虜の子供たちの世代には、第三次
大戦の行方不明の捕虜が見つかる可能性が低いこともあると思われる。）
私はAXPO Wの幹事会と式典および総会・幹事会に二岡山た。すべては非常に民主的に行
われ、議事と議長、参加メンバーが店、見を交換する。総会の折には幹事会もオープンで、幹事
会が行われている様子を参加者は傍聴できる仕組みとなっている。幹事会が傍聴できる仕組み
をとっているのは、私の知る限りAXPO Wだけであった。幹事だけの会は例年テキサスで行
われていた。
予算の使われ方を議し婦人会（女性だけの食事および人生に役立つトークをゲストが行う）を
開催し、元捕虜の福利厚生に役立つ団体のゲストを呼ぶ。会にはチャプレン（会付きの牧師）が
おり、牧師として祈りをささげるのも恒例の行事である。
AXPO WとADB Cとダブルでメンバーに入っているものもいたが、 AXPOW白イ4-'はチ
供の会をもっていなかった。そのため、結同、テキサスでの総会は2年前をもって終了した。
この総会がクローズされる直前に私は時期的にすべりこんだようなものである。テッド・キャ
ドワラダーによると一時期メンバーは3万人だ、ったが今は約l万人で、ある。
AXPO Wが過去に出した冊子が売られていたが、「PTS Dの説明」「捕虜の妻の祈り」「捕
虜の祈り」などは、捕虜特有のPTS Dに悩んだ彼らの内部での婚しあいの試みを感じる。そ
れ以外に、朝と最後の日に礼拝がおこなわれる。また、多く残されたバッジには「元捕虜」「元
捕虜の室長」「元捕＠の甥」 「元捕虜の姪」「元捕虜の友人」「私はただのボランテイア」などが印
字されており、 1l在会で、あっただろう折のAXPO Wの総会の桜子を訪併とさせる。
心開学者のアラン・ヤングはPTS Dの存在に疑問を呈しているが、そもそもヴェトナム戦
i htps:/www.pow miafamilies.org/missing man table and honors ceremony.html （最終アクセスLI2019年4月
15 R) 
?《
?
? ，
?
争時に文化人類学者を治めていた彼に、捕虜になった人々の心の傷について調査するように命
令を下したのは、フィリピン戦で日本軍と戦って捕虜になった人物であった。彼は日本軍．の捕
虜が種々の共通した症状を呈することに気づき、それがヴェトナム戦争でも続かないか心配し
たのである。（ヤング白身はヴェトナム兵捕虜の調査を詰け持ったため、アメリカのPTSDの
概念は、 i且役軍人に都合がよいようにI宮
アメリカで、PTS Dの認知が広がる契機はヴエトナム戦毛r1で、あるが、元の契機はアメリカに
とってはトl本市の捕虜扱いだ、ったということになる。AXPOWは2019年4月29Hにテキサスで
瑚事会を聞き、会長の交代が行われる。昨年はジョージア州アンダーソンヴイル国立公園の国
立捕虜博物館のあるところで幹事会がもたれた。（この博物館には多大な寄付をAXPO Wは
寄せている）年次総会をテキサスで開催する恒例の行事はなくなったが、各地でまだ支部（チャ
プター）が活動を続けている。AXPOWの場合、ドイツでの捕虜体験と日本'if.の元での捕虜
体験が並立しつつも過度に混同されることがなく、捕虜体験というものを史的にさかのぼって
おり、南北戦争という囲内戦争に〈捕虜体験〉の大本をおいているため、捕虜体験を敵国日本に
よる被害者意識よりは、「捕虜であること」「抑留者であること」を客観的に受け止めている印
象を受ける。逆に、捕虜体験がいかに過酷か、許しがたいと思っているかも明らかになる。南
北戦争で、は奴隷制を支持する南軍は、黒人を捕虜交換の一人と数えなかったため数の上で、の不
公平が起きた。北軍の白人だけが南軍の捕虜として交換された。捕虜たちはテン トに寝かされ
生活したが、死亡者も多かった。戦後の戦犯裁判として絞首刑に処せられたのは、この捕！窃収
容所管理者だけであった。それほど捕虜の扱いに対する扱いには心を砕いているともいえる。
ポツダム宣言には、捕虜の取り扱いについては厳しく処する旨が述べられているが、英ド｜や赤
卜字だけではなく、米国にとっても捕虜扱いの基準は厳しいものだ、ったことが伺える。
3. BACEPO W ・民間人のみの抑留者団体
フィリピンに凶位していたアメリカ人の民間人抑留者、ないしは元捕虜 （彼女たちは自分た
ちを捕虜と呼ぶ）はBACEPOW(Bay Area of Civilan Ex POW）の会がある。サント・トマス
大学で暮らした元捕虜と家族の集まりである。年次総会を聞いて今も記憶を共有している。
フィリピン戦では、アメリカ統治のもとでフィリピンに居住していたアメリカ人市民は、マ
ニラ戦のあと、望トマス大学という、スペインが聞いたアジア地｜ぎでは最古の歴史を持つ大学
を抑留所として用いる事を命じられた。サント ・トマス大学の一番上には小学校が設けられ、
一定の自治が許された。捕虜たちは大学の部屋や廊下を蚊帳やシーツで仕切って家族で暮らし
た。食料は不十分で、終戦時にはがりがりにやせた大人たちの写兵も残っている。それらのパ
ネルはサント・ トマス大学の一部の博物館に保存されている。大人たちは子供と！日lじ量の食料
を食べることを旨として、子供を助けようとしたのである。
2020年、つまり戦争終結後 ・抑留所からの開放75年を記念してアンダーソンヴイルで集会
を聞くことになっている。代表はアンガス・ローレンゼンである。
2014年のことであるが、オーストラリアからのやはり「心の和Wt」草の根運動で、トl本を訪問
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した元抑留者は、 アメ リカから移住した女性で、大学で捕虜になっていたから大学で話したい
という希望を出し、岡山大学で迎え入れたこともある。
抑制者らは暖かいところで暮らしてきたため、戦後、植民地を失って故郷に帰っても、故郷
は寒かった。そのためもっと暖かいニュージーランドやオーストラリアに移住するものが、ア
メリカ、オランダなどで多かったのである。
サント ・トマスでの暮らしの戯阿（大人のやせこけぶりが激しい）
キャンパスを区切って例別の家庭を｛乍った
｜天切られていた廊下と、現在のサン ト・トマス大学の廊下一同じ場所
???? ，?
サント・トマス大学の中庭（屋上には子供用の学校が作られていた）
4. CFIR 
すでに存在しない様子であるが、 TheCenter for Internee Rights (CFIR）にも触れておく、
これはフロリダ州のギルパート・へアの発想で立ち上がったものだが、ギルパー ト自身の死に
より解散したものとなっている。ギルパート・ヘア氏は幼少時代をサン ト・トマスで過ごし、
自身が弁護士で、子供の頃に待た寄生虫のせいで体調を崩していた。彼はCFIRを通して日本
に補償を求める運動を起こしたが、寄生虫が脳に達したため、 60歳はじめに亡くなったとい
うことである。そのため抑留者の団体はBACE PO WとAXPOWに限定されることになった。
5.団体の中の世代間交流
1)ADBC-M Sの交流の会一一記憶の保存と世代問継承のさまざまな試み
会の交流事業は毎年、州を変えて年間に4,5 l=I行われる。H本の「心の和解」草の根交流の
報告、夫人や未亡人のランチ、子供との経験を交流する時間、礼拝、ダンスパーティ、最後の
正餐がある。
たとえば、家に大きな冷蔵庫のあった家や食べ物にこだわる捕虜が多いことを、パークハー
スト氏が話すと「うちもそうだった」「そういうものだと思っていた」という食べ物への執着、い
つ食物がなくなるかわからないという恐怖にさいなまれるPTS Dの様子を他の捕虜の子供が
しゃべり、共感される。日本車や日本製品を家に入れたがらなかった元捕虜とその家族も多し、。
元捕虜がまた、感じたことを話す。父子直接ではないが、元捕虜の体験と息子や娘の体験がク
ロスする時間であるし、元捕虜にとっては子供たちゃ玄ーがどう思っていたかを感じる時間でも
ある。
それぞれが自分の経験を語り、それによって、父たち元捕威’は娘や孫の経験を耳にすること
になる。また未亡人や妻たちの語りにより、自分たちの妻が何をしのんでいたのかを聞くこと
になる。ADBC-M S ではこのように自分たちそれぞれの経験を共布し、 l~I分には語ってく
れなかった経験、あるいは伝わらなかった経験を、同様の体験を持つ異なる人々から内笑を聞
くことによって、癒しあう場を作るのである。その中では、赤子である娘に「トージョー」とい
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うあだ名をつけたというエピソードもあった。子供の頃、父親に トウジョウという名前で呼ば
れたという経験者の娘が二人いたのである。「泣く子と地頭には勝てぬ」という言葉があるが、
東条の力量と、どうにも手に負えない赤子の一種のわがままさや、泣きわめく赤子の‘暴君ぶり．
を重ねたエピソードである。これらの話は、 過去には個々人で私などのオーラルヒストリーや
活動家に別々に語ることが多かったが、それが共有の場で証されることになったのだった。た
だ実際の元捕虜の数は激減しており、中で話せる元捕虜も減っているため、元捕虜の子供らの
共イiの量のほうが捕虜と子供の共有の畳よりも多いのは1確かであろう。
2）記念碑を作る試み
一一パンチボウルでの式典 国立戦没者記念館への捕虜記念
AXPO Wは彼らの同って来るところをジョージア州のアンダーソンヴイ ルの記念館に求め
たが、 ADB Cはとりわけ彼らの中でも H本に述ばれる途中で亡くなった者が多いことから、
行いを記念するため、そしてヘル・シップと呼ばれる （地獄船と訳される）船で、友軍からの爆
撃で亡くなった元捕虜や負傷した捕虜、 日本やモクデン（奉天）収谷所に移送され、その過程で
命を落とした元捕虜を記念し、とくに忘れられがちな江之浦丸と鴨緑丸事件 ・ぶらじる丸事件
で亡くなった捕虜たちを記念する活動を行った。太平洋戦争における死者を記念するハワイの
パンチボウル記念館一一国立太平洋戦争記念墓地一一の一角に記念石を附く事が、 ADBC 
M Sの主たる目的となった。次の目標は8月15日を捕虜の日として記念日にする事である。パ
ンチボウルというのは太平洋戦争で、海上で、亡くなったアメリカ人兵士の個人墓で、ある。丸くえぐ
れた地形がパンチをいれるボウルの形に似ているという事からそのあだ名がつく ことになった。
このパンチボウルに記念石をi百く事はADBC-M Sにとって重要なイヴェントであった。
会長であるジャン ・トムプソン氏と副会長ナンシー ・クラーク氏は、 前者の父がこの鴨緑丸事
件のサパイパーであり、後者の父は江之浦丸で亡くなったのである。捕虜の死を、パンチボウ
ルの一角に世く事は、捕虜として死んだ、あるいは＜軍人としての戦い＞と ともに＜捕虜とし
ての戦い＞をi絞った元捕虜の娘たちの悲願であったのである。それは、はみ出し者にされた者
が正当なポジションを米国の歴史の巾に刻み込む行為であり、 排除されたものが正当な「場」を
得るという点で、娘たちにとりとても大きな事だ、った。会長ジャン ・トムプソンは「自分の人
生の中でやった一番よいことだった」と感慨を述べていた。副会長のナンシ ・ー クラークは常
に控えめではあるが彼女の感動ぶりもまた印象的であった。
なぜ記念碑にこだわるのか、という議論はここではしないが、失われ行くもの、過去の遺跡
となっていく中に動かぬ石に文字を刻み込むという営為は、自ら遺跡 ・戦争追跡を作る行為で
あり、人類にとって大きな意味を持つものかもしれない。桜のように散って後を残さない「海ゆ
かば水出くかばね 山ゆかば草むすかばね」で消えることに美学を求めたあるいは、求めさせら
れた日本人とはまた異なる感性がそこにはあることは確かである。アメリカ人にとって記念碑
を作ることは、アメリカという合衆国の国の創生の歴史の中に元捕虜の存在を織り込む意味合
いを持っているといえるだろう。
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砕を作ったナンシー幼少時と父クラレンス
パンチボウルの記念碑に刻まれたのは以下のような碑文である。
Honoring the Memory of Those Who Died Aboard the I-Iellship Enoura Maru 
On January 9th 1945, the Japanese freighter Enoura Maru. en route from the Philippines 
to Japan with its human cargo of American and Alied prisoners of war, was bombed by 
American carier aircraft while anchored in Takao (Kaohsiung) harbor, Taiwan. About 300 
POW, nearly al Americans, were killed. Many of those who were injured died in the days 
that folowed. 
The men were first buried in a mass grave at Takao Harbor. After the war the remains 
were exhumed and brought to the National Memorial Cemetery of the pacific“Punchbowl”． 
Because most remains could not be identifed they were buried in 20 communal graves 
locat4ed in Section Q目 Alof them are marked “Unknowns”and dated January 9, 1945. 
The 20 graves are the final resting places of brave American and Alied POWs from the 
Philippines who had suffered in Imperial Japanese prison camps. This memorial stone is 
dedicated to those men so that their story will never be forgotten. 
This Memorial Monument was placed here in 2018 by the American Defenders of Bataan 
and Corregidor Memorial Society and the Taiwan POW Camps Memorial Society. 
鴨緑丸事件とは、 1944.1f.12月13日に日本人の婦女子と兵士1500名およびパターン攻撃時に
得た捕虜約1600名を載せてマニラ許すから日本に向けて出航したが、 途中、 米軍からの攻撃を
受けて出礁し、沈没した。生きて残った人々は伯刺西爾（ぶらじる）丸に載せられた。沈没する
前にH本人から先に乗船させた。江之浦丸はルソンから台湾を経て門司へと捕虜を運ぶため、
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1944年12月27日に出航した。鴨緑丸で、の生き残りを江之浦丸船とブラジルメLに釆船させたが、
これもまた友軍に台湾の高雄で爆撃され、 360名の捕｝~が命を落としたのである。 そのよ主中で
銃弾とi弱死で多くの捕虜が亡くなった。ナンシーの父親はこの地獄船を二つ乗り越えたのだが、
江之浦丸で命を落とした。
これらの船舶は、ヘルシップ、地獄船と呼ばれるが、捕！究を船合におしこみ、 トイレはバケ
ツが三つですぐにあふれたという。立ったままなのでそこで圧死した者もおり、食料はバケツ
に詰まれて下りてきたが水も食料も足りるわけがなかった。いまだに謎として残るのは、 十l本
軍が安導権を発揮して捕虜移送を明確にすれば米軍の爆撃は避けられたにも関わらず、それを
しなかった事である。捕虜の行き先を隠すためか、銃器や兵士も載せていたせいかこの謎はい
まだに解かれていない。日本への捕虜移送はフィリピンが奪還されたら日本軍を攻撃する人員
になると恐れたのか、あるいは日本本土が労働力不足になったため円本で使役するための捕虜
をジュネーブ条約に（これは正式に結んでいなかったが）違反しでも軍事使則するためでもあっ
たのだろう。捕虜たちは鉱山も含め日本に大幅に不足した労働力を補った。lj！鳥緑丸の死亡者の
責任を問われて戦犯が処刑されている。
この式典では、土．院議員やハワイのイゲ、知事などカ、らもT
らも祝背，が届いたのもirllI虜の子どもたちにとつて大きな司手だ、つた。式典のチャプレンは、偶然
であるが、前日に亡くなった。442部隊（日系アメリカ人の部隊）の孫であるシモツ氏が記念
礼拝を執り行った。この意味は大きい。日系アメリカ人部隊の死者もこのパンチボウルに均葬
されているからである。複雑な敵・味方｜司士の関係がここには存在する。
結局はレコグニションを得ることが大切なのである。このパンチボウルの一角にあることで、
アメリカの歴史の巾にようやく入る、刻み込まれることができるという感党であるようだ。
3）日本訪問（和名：心の和解の旅、米名ジャパンーアメリカフレンドシップツアー）
日本訪問においては、現在はテンプル大学での交流や、各都市での関係者との交流が行われ
ている。すでに日本にこれるだけの体力のある元捕虜は少なく、娘や息子、未亡人が参加する
ように代わりつつある。日本側はPOW研究会に属する人々や、その土地でて戦地で、の記憶保存
活動をしている人々が現地案内などを受け入れている。父を亡くしたクリスティンは、父を思っ
てその遺品をあけては家族で泣くのを、i戻の箱と呼んで、いたが、九州で、父が働かされていた
炭鉱の近くで、亡父の写真を建てて慰霊行事を土地の人が行ってくれた事で、あたかも全身が洗
われたかのような感覚を受けたという。涙の箱は閉じられたのではないが、そこには別のもの
も入っていくだろうとクリステインは述べる。テンプル大学で話をした際、 「白分の（亡くなっ
た）父の存在を感じた、父は今ここに来ている」と感じたと話す人もいる。
日本訪問をする人々にはアメリカの場合は、li没後も軍人として横浜に駐留していた方もいて、
日本との札牒自体は少ないか、あるいは札際自体が前向きであるといえよう。
しかし、これらの場合、たいていは女性、つまり娘がそれなりの臓についている家族が多い。
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アメリカ似ljも、日本に送られでも恥をかかない面子を選んで、いるようにも思われる。
捕虜自身が日本に来たときは、その直後は喜んで、いても、 （そして息子と娘は喜んでいても）
結局、いやな思い1-Hが依ったとして悔いる元捕虜もいる。日本に来たときには、自分が働かさ
れていた現場を訪れ、その企業の人々とも団策した元捕虜は、帰ったときの報告では満足した
と述べた。だがその二年後の総会出席時に、食事に外に出た際には「僕は行きたくなかった」と
いい、「嫌な思い出が蘇るからで‘すか」と聞くと領いた。息子たちは楽しんだがね、と付け加え
た。娘と息子は、 「親父は宮んでいたし、話は盛り上がったんだよ」お父さんは楽しんだはずだ、
というのだが、父親の中では、当時は参加者としてH本人もおり、和解のミッションに懸命だ‘っ
たが、あとから嫌な思い出があれこれ思い出されたり、悪夢が蘇ったりしたからであろう。彼
が満足した点までは博士論文に描かれているが、彼が「僕は行きたくなかった」という瞬時の言
葉は、ここに書かなければまたもや消されてしまうであろう。
日本に好意的な人々だけに会うことのよしあし
総体的に、 この日本へのツアーでは日本に好意的な人々にしか会う機会はないため、日本に
好感を持つのは当然と言えるだろう。日本のネットウヨクやレイシズムをいとわない人々や、
パターン死の行進の否定論者などに会うチャンスはない。問題に関心を持つ団体が行う交流会
に参加するのは捕虜に対して好意的な人々なので、交流会が聞かれでもそこには無意識のスク
リーニングが起こってしまっているといってよいだろう。これはよしあしであると言えるだろ
う。まだ対話には成熟していないのである。これらの癒しがあって後に対話に話をもちこめる
かもしれないが、ここで終わってしまっては、H本側の欝屈を出す場所がなく、レイシストゃれ
人批判者の戸が大きくなっていくのを抑える事はできるまい。今年は捕虜の娘が大学生と交歓し
たが、これなどは世代間と同時に過去の敵国同士という ダブルクロスの戦争記念の継承であろう。
フィリピン「勇者の口」パターンの戦いを語るフィリピン人元兵士（コレヒドー ルにて）
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バターンは誇張されているか
ここで読者の中にあるだろう二つの質問に答えておこう。一つは、パターン死の行進は誇張
されたもので、女性のジャーナリスト笹幸恵氏でも歩けたではないか、という疑問である九
アメリカ兵のパターン死の行進については、右派がことあげする際に引用するパターンの行軍
記録がある。笹氏の文芸春秋のエッセイは11月号に掲載されたのだから、実際に歩いたのは9
月から10月だ、ったと，思われる。パターン ・デイは現在は「勇者の日」と呼ばれており、4月9日
だが、私は実際にその卜｜にパターンを歩いてみた。それ以前から付き合いのあったガルシアが、
パターンに行くなら4J1にいかないとわからない、秋から冬に行っても駄目だというからであ
る。私自身は、パターンとコレヒドール、レイテをアメリカ人のツアーで｜口｜った。そして4月
9日の記念祭に参加し、最後の数百メートルだけを実際に歩いてみた。その暑さたるや、炎熱・
灼熱である。昨年 （半成30年・ 2018年）、アイパッドの使用者が「見たこともない記録が1+'1た」
として「暑さのためこれ以上の使刷は危険です」という表記が出るのを見た人が写真をツイート
に挙げていたが、私がフィリピンの4J19日の「勇者の日」の式典に参加したときも、そのマー
クが出た。日本の当ーさで死者が出ているのと同じだけの4止さの巾を、衰弱した捕虜たちは歩か
された事になる。笹氏の考察に水田があるから水も飲めたはずだという記述があったが、 10月
ではまだ水があるだろうが、 4月第一週はすでに刈り入れの時期で、米を脱穀して天Hにさら
す時期であり水はまったく無く、道路も乾ききっている。フィリピンは三期作で陸稲を作って
いた可能性もある。ともあれ「水間」は一切無かった。
灼熱のなか、炎熱の道路、その乾き方と照り付け方はマニラ、パターンとコレヒドールでは非
常なもので、フィリピンの秋と4月ではH本の冬から夏ほどの遠いがある。この天候や脱穀の時
期である事を、ジャーナリスト笹氏は思考に入れていないため、死の行進の解釈がずれたものに
なったのは確かである。
私はこの旅の聞に、火野市平の作品を読みながら歩いた。「l本側のf昭釈とつきあわせるため
である。またBC級戦犯の記録もコーネル大から付？りI'1して読んで・いた。昼にアメリカ側の戸
を聞き、夜に日本倶IJの声を文字を通して聴く。フィリピンの戸も案内ガイドを通じて聞く。こ
の旅を案内しているのは元捕！虫の息子だが、 参加者は一人を除き、歴史好きな人々であった。
ガイドを除き唯一の捕虜の息子は、父がある日突然、浴室でパニックに陥り日本兵が来ると
いって騒ぎ、浴室から出てこないため、無理やりひきずりだして病院に搬送した経験がある。
その息子の思いをコレヒドー ルのタHの元で百持ってもらった。こういう旅を通して、記憶の継
承もまた行われるのである。
日本兵とコレヒドールについてはまた筆ー を改めて書きたいが、パターン死の行進の前にはパ
ターンの攻防があったことを忘れてはなるまい。マニラ戦の悲惨さもあるしレイテの攻防もあ
るが、パターンとコレヒドールの闘いについて資料を集めた「Tearsin the Darkness」暗涙（と
i 「パターン「死の行進Jf;:・－人で路依Jtlf辛，む、 文芸春秋 2005年12月号
これに｜射するレスター ・テニ一氏の反論については愛 ・成太氏がネットで保存している。
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いう言葉の訳）では、この作戦に参加した日本人元兵士の貴重な声が集められている。その巾
には「あれだけのことをしておいて、あれほと手戦友や上官を殺しておいて、おめおめと捕J主に
なって1-1てきて・・・戦場に居たことが無い人間には戦争を語る権利はない」という趣宵のこ
とを、むせび泣きながら語る戸が保存されている。これらは、ヴァージニア州にあるマッカー
サーミュージアムに保存されている。雲霞のように群れをなしてくる捕虜に対する怒りの強さ
が現れている。その直前までの「戦闘」の惨状を考慮にいれる事なしに、降伏した捕虜への扱い
をジャッジできないともいえる。捕虜扱いの問題は常に捕虜になった時点から始まるのは一つ
の問題であろう。
4.米国系フィリピン人の動き： BataanLegacy Historical Society 
バターンレガシ－歴史の会について
フィリピン側といえば、サンフランシスコ州で1；土新しい動きが始まっていた。ロスアンジェ
ルスは今、移民で多いのはフィリピン系である。アメリカはフィリピンが独立したあとも、ア
メリカのためにi絞ったフィリピン兵（日本にとってはピリゲラ、あるいはフィリビンゲリラ）と
フィリピンスカウツらの功績を讃えるために、それを教科書の中に載せようという試みである。
大きな「歴史」の中に、フィリピンスカウツの勇猛な闘いをカテゴリーとして掲載するのは、パ
ンチボウルのボウルの中に江之浦丸の犠牲者たーちの名前を入れる行為、場所に名前を刻み込む
所作に似ている。
セシリア・ゲラン（CeciliaGaerlan）がExecutiveDirectorをつとめ、彼女白身が2015年に立
ち上げたパターン・継承 ・歴史の会がある。サンフランシスコ州の教科書に、フィリピン人ゲ
リラやフィリピンスカウツの勇競＊敢な闘いについて記述させること、日米戦争の巾で、i成った
フィリピン人の働きを米国史の前面に押し出すことを目的にしている。
米比1μ.については中野聡の研究が知られているが、フィリビン戦をアメリカの歴史の中に組
み入れる常為は、アメリカという｜玉｜に自分たちの場を作る’討為といえるであろう。それは実際
のグリーンビザではない、1k久にアメリカという枠の中に自分の肘場所をつむぐ作業でもある。
現在、教育委員会への働きかけ、 ~i'）願、毎年の会議など、この団体の活動は活発である。 私も
セシリアの案内で、フィリピンヴェテランのお宅を訪問し、彼らのi淡いについての経験を聞く
ことができた。今は高齢の彼らに、アメリカは感謝状やメダルを配布しているが、教科書は新
たなフィールドである。どのように記載されるのかは、アメリカが「向山のために戦った」とい
うテーゼを持つ限り、フィリピン兵やアメリカ米比軍がマッカーサーに見捨てられたとして怒
る側面をどう描きこむかが問題となるだろうし、アメリカの第二次大戦の解釈である 「最後の
Just War」正しい闘い・義のための｜胡いという言説の中に組み込まざるを得ないのであろう。
偏りをなくすため、統率者は日本語文献とタガログ語もできる学者をコミッティーに入れてい
る。できるかぎり日本に対してフェアな記述になるよう心を砕いている側面がある。またそう
しなければ日本の布派が妨害するであろうからである。
ここで問われるのは、トl本側の、白人支配や白人による植民地主義への怒りである。自らも
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植民地主義に手を染めているにもかかわらず日本が抱いたアジアの白人支配に対する憤り、排
日法への怒り、日本からみればレイシズムへの怒りはどこに表現されうるか。いかにして、日
本側の誤ちと相殺せずに、日本の「聖戦思想」を紹介することができるのか。BC級戦犯などへ
の裁きに日本側が感じた不公平さをしらしめることができるのか。日本側には捕虜問題にはっ
きまとう戦後抑留の話がある。Js P問題とされる日本降伏兵の経験である。ソ連に抑留され
た事は周知の事実だが、南方に抑留された日本兵士のことは知られていないことがほとんどで
ある。ましてやフィリピンで集められたH本人の死亡者の事はより知られていない。
現在の元捕虜との対話における謀題は以上のようなH本側の戸の不在の在である。その抑圧
が高まると共に、日本の発話は倣慢の度合いを帯び、過去のことは水に流そうという日本の思
想、に及び、日本のアニメーションで日本のイメージをよくしようとする「カワイイカルチャー」
や「アニメ・漫尚展示」を用いるクール・ジャパンの戦略にうってiれている。そして日本の軍国
化は明らかに進行している。第一次大戦がwarto end al warsと呼ばれたように、第二次大戦
もそうなるはずだった。上皇明仁氏は「30年の間日本に戦争ーが無かった」と述べているが、日本
の外では戦争は続いているし、日本も徐々にそれに自らを巻き込ませて行っている。湾岸戦争
の際も日本は膨大な資金を差し出した。次には英同年との協同演習も決まっている。
H本の第二次大戦における意味をもっと明らかにしないでは、このままではH本はやはり世
界の孤児として存在し続けるであろうと，夏いをもって考える。
その他、記念として、毎年パターンと同じだけの距離を歩くニューメキシコ州の砂漠地帯で
の催しがある。熱気と渇水の中で歩くという行為を続けることで「忘れないため」のプロジ．エク
トとして、ニューメキシコの砂漠に近い原野をパターンでの行進とi"lじ距離を、多様な参加者
が歩くという試みである。かなりの若手が参加する。
戦争の記念日には、元兵士を守るバイクの若手たちもいる。U.S.VETERANS BIKE & 
STREET ROD ASSOCIATIONは、バイクで元捕虜やヴェテランを乗せ、ヴェテランの行進
のHにバイクで走るグループもある。その他にも、 Hero’sDayという催しを行う団体もある。
各地に遠方にいった兵の会館があり、そこでは元兵士はパーで飲み物を飲み、ヴェテランズデ
イには催しもある。
アメ リカは勝者の国である。ルーザー（失敗者）には冷たいのだとフィリピン系のセシリアは
言う。だが、各町で故郷から出て行った帰ってこなかった若者を肱にしてこいのぼりのように
掲げる町もあり、 H本よりもはるかに失われた命への思いが強いのは確かである。それでも、
元捕虜に英国ほどには焦点が当たることは少ないといえるであろう。各飛行場では兵士lnJけの
特別アナウンスなどがあり、兵士は讃えられはするが、それが捕虜にまで及ばないということ
であろうか。トランプ大統領も大統領戦の途中で、故ジョン・マケインがベトナム戦争で捕虜
であったことに対し、ルーザー〈敗北者〉といって瑚笑した。このように、国自体が敗戦国であ
る日本と追い、勝者の園、勝者が讃えられる固において、負ける側に立った者としてP0 Wは
存在するため、現在は、日本企業や政府からお詫びと認知をと りつけることが「）勝利」となって
彼らには重要なのだろう。
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そしてアメリカ合衆国創生の歴史に正式な一員となることが、継承とともに元捕虜やフィリ
ピンスカウツにとって大切なことなのであろう。これは一時期の日系アメリカ人の所作にも似
ている。「仲間入り」を果たして初めて、彼らの生は意味をもつことになる。
その点が英国など捕虜の存在がもっと認められている固とは、異なる点でもある。捕虜の苦
難は幾度もテレビ番組などで放送された英国と追い、アメリカにおいてレコグニション （認知）
を得るのは生易しいことではない。継承の行為が強化されるのはそのせいでもある。日本でも
ソ連抑留者や南方抑留者の研究は本当にわずかである。これらに対して研究者がより多く携わ
ることは不可能であろうか。以前の戦争を十分に振り返ることなしに、未来志向といって、他
国の戦争にH佐々諾々と従っていくことだけは避けねばならない。そのためにも日本を含めた捕
虜や抑留者の研究は継承と共により一回大切なものとなっていくだろう。
? ???
